
ねらい

　　教育活動の延長としてとらえ、己の自主性、協調性、責任感、連帯感などを育成する。

組織と担当教師

運動部

文化部

※　中体連主催の大会に学校名で出場する場合の担当者

終了時刻および下校時刻

入部・退部の手続きについて

本人の意志を最優先し、学級担任⇔保護者⇔部活動担当者の連絡をとった上で、手続きを行う。

（１）　入部手続き

〔１年生について〕

・　部活動体験入部期間　　　　４月１４日（金）・１７日（月）

・　入部届提出日　　　　　４月１８日（火）

・　部活動体験入部期間は学級で動きます。

・　入部届を顧問に提出した時点で、正式入部となります。

〔２、３年生について〕

・　入部届提出日　　　　　　４月１８日（火）

（２）　４／２５までの１年生の部活動

・　平日　･･････････　１７：００まで

・　土、日･･････････　参加しない

・　４／２６以降は２、３年生と同様

3

１１月 17:00 17:15

１０月(お祭り後) 17:15 17:30 春休み中 17:45 18:00

１０月(お祭りまで) 17:30 17:45 ３月(春休みまで) 18:00 18:45

９月 18:00 18:15 ２月(中旬以降) 17:45 18:00

夏休み中 17:45 18:00 ２月 17:30 17:45

５月
18:30 18:45

冬休み中 16:45 17:00

６月～７月 １月 17:15 17:30

終了時刻 完全下校

４月 18:15 18:30 １２月 17:00 17:15

茶道 渡部奈津子
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終了時刻 完全下校

担当教師

吹奏楽 靏田崇太・参鍋潤一朗 情報科学 喜井美江・馬越博之

美術 参鍋潤一朗・靏田崇太

陸上競技男女 鈴木真衣・篠永良治

(2)

部活動名 担当教師 部活動名

バレーボール男 河村風香・宮崎喜照 卓球男 光宗矢磨人・石川照雄

バレーボール女 真鍋和文・宮崎喜照 卓球女 井原伸介・石川照雄

柔道男女 井川徳重
ソフトテニス

馬越博之・松村萌
村上真裕子 剣道男女 前谷健作

ソフトボール 佐藤広幸・合田富美 バスケットボール男 藤原尚史

サッカー 青野哲志・合田富美 バスケットボール女 岡田侑莉

担当教師 部活動名 担当教師

軟式野球 藤井義弘・合田富美 ラグビー 前谷佳寿美

村上真裕子・近藤伸二郎テニス

岡田侑莉・近藤伸二郎水泳

令和5年4月13日

部  活  動  に  つ  い  て
四国中央市立川之江北中学校　

2

(1)

部活動名



（３）　入部届の提出方法

学級担任から入部届をもらう　→　記入し、保護者印を押す　→　学級担任に提出し、印をもらう　

→　本人から顧問に提出する。　　　◆　記入はペン、またはボールペン（えんぴつは不可）

（４）　退部について

学級担任から退部届をもらう　→　退部届けに必要事項を記入し、学級担任（印）

→　本人から顧問に提出

練習について

○ 年間・月・週計画等を立て、意欲的・積極的な活動にする。

○ 出欠確認の方法を工夫し、全員が活動できるようにする。

○ 服装は、原則として体操服で行う。ただし、必要な場合は、ユニフォーム等を認める。

○ 練習時間は、完全下校時刻が守れる範囲で行い、後始末、更衣をすませて下校する。時間を厳守

すること。

○　部でウインドブレーカーを作るときは、できるだけ明るい色を選ぶようにする。

○　部活動で必要な物は、学校指定のカバン、スポーツバッグ等に入れる。

○　部で作成したＴシャツ等については、顧問の指示で使用する。

○　社会体育と部活動の両方に所属する生徒に対しては、所属する部の計画された活動、練習、試合など

　に優先的に参加すること。大会が重なった場合も同じである。

部室の使用について

○ 開錠・施錠については、キャプテンが責任を持って行う。（鍵の管理は職員室）

○ 各部で清掃日を設定し、部室内には、不必要なものは置かずに、整理・整頓に心がける。

昼食について

○ 弁当を持参する場合は、顧問の指導の下、昼食を行う。その際、缶・ペットボトル・お菓子等は持って

こない。また、校外に買いに行ったり、外食したりすることは許可しない。

休日の登下校について

○ 自転車での登校を許可するが、ヘルメットを着用し、交通ルールを守る。

○ 自転車は、部で決められている自転車置き場に置き、必ず施錠する。

部員の問題行動について

○ 部内において、迷惑行為や触法行為が発生した場合は、反省活動として奉仕活動や体力づくりを行う。

規律ある練習ができていない場合も同じである。

保護者の迎えについて

○ 迎えを待つ場所は、正門側とし、それ以外では待たない。

部活動の心得

○ 明るい挨拶をする。 ○ 健康・安全に注意する。

○ 練習場・用具を大切に扱う。 ○ 感謝の心で取り組もう。

○ 時間を守り、有効に使う。
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